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今回は
「教育：フィジカルアセスメント」
「看護管理者懇談会」
「看護師職能：地域特性に合
わせた連携」の
３つの研修会の報告を載せま
した！　
沢山の学びがあるよ。みんな読
んでみてね！
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2025年10月１日（水）２日
（木）の２日間、看護の動向と
看護実践に活かすフィジカル
アセスメントの研修が北海道
看護協会にて開催されました。
本研修は、臨床経験３年以上
の看護師を対象に、看護実践に
不可欠な、フィジカルアセスメ
ントの知識と技術を深めることを目的に開催され、例年、第１支部内外から定員の30名を超える応募
が寄せられています。
研修の冒頭では、北海道看護協会第１支部　大山利枝支部長により「看護の動向」について、高齢社
会と少子化に伴う生産年齢の減少が進む中、2040年に向けて、看護職の質向上、全世代型地域ケアシス
テムの推進、看護職の確保と定着などについて、講演をしていただきました。
フィジカルアセスメントの研修では、北海道ではまだ数少ない診療看護師（NP）として現場で活躍
されている５名の講師をお迎えし、講義と演習をしていただきました。
札幌南三条病院　田村真美先生によるフィジカルアセスメントの概論を学んだ後、呼吸器について
はNTT東日本札幌病院　今井崇先生、循環器についてはNTT東日本札幌病院　岡村英明先生、消化器
については札幌東徳洲会病院　赤松湧希先生、脳神経外科については北海道医療センター　藤岡純先
生に、各領域の各論について講義をして頂きました。
講義のあとは５つのグループに分かれ、講師の方々が１人ずつファシ
リテーターとして加わり、フィジカルイグザミネーションをお互いに実
践し、各論毎に事例を用いて問診をOPQRSTの視点で情報を整理して
アセスメントを行い、Ｉ-SBARCを意識して１分間で医師に報告すると
いう、実践で活かせる内容の演習を行いました。問診が難しい事例もあ
り、日々、患者のそばにいる私たち看護師が、いち早く異常に気付き適切
に報告することで、患者の安全確保と命を守る行動が可能になり、事前
知識と目的をもったフィジカルアセスメントの重要性を感じました。
講師による現場での実体験を交えた話は大変興味深く貴重な内容で
あり、閉会後も質問をしている参加者の姿もありました。明日からの実
践に自信をもって活かせると感じた大変学びの多い研修でした。

1 札幌第１支部　教育委員会研修札幌第１支部　教育委員会研修�� 　広報委員　岩岡 香利　広報委員　岩岡 香利
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2025年10月４日（土）札幌４支部合同　看護管理者懇談会が開
催されました。
第１部では、北海道看護協会　山本さつき副会長による「看護の
動向」講演が行われ、北海道の少子高齢化が全国平均を上回る中、
2040年を見据えた全世代型地域包括ケアシステムの推進、看護職の
確保と定着の重要性などについてご教示して頂きました。
第２部では、甲南大学　経営学部経営学科教授　尾形真実哉先生
による「組織になじませる力～若年就業者の定着と成長を促すオン
ボーディング～」の講演がwebにて行われました。
オンボーディングとは、船や飛行機に乗ることを意味し、転職が当
たり前となっている現在だからこそ、いかに職場の状況になじませ、
継続してパフォーマンスを発揮してもらうかが重要といえます。職
場におけるリアリティショックは、新卒、中途採用者によって異な
り、対象は組織、同僚、仕事など多様化しています。組織は自分の職
場にどのようなリアリティショックがあるのかを把握し、分析する
ことで、サポートしていくことが大切であるということを学びまし
た。また、若年層にのみ働きかけるのでなく、指導を担う中堅職や管
理職にも働きかけることで、共に働く先輩スタッフが生き生きと働
いている職場作りが１番のオンボーディングであるということを学
び、講義内容がとても印象的な研修でした。
最後に、グループディスカッションでは他施設の方々と情報交換
を行い、尾形先生の講義を踏まえ人材育成について話し合うことが
できました。今後の取り組みに活かしていきたいと思います。

2 札幌４支部合同　看護管理者懇談会札幌４支部合同　看護管理者懇談会�� 広報委員　岩岡 香利広報委員　岩岡 香利
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2025年10月18日（土）札幌４
支部合同看護師職能講演会が、対
面とオンラインのハイブリッド
形式で開催されました。対面と
オンライン参加を合わせ100名
近くの看護職が参加し、「地域特
性に合わせた切れ目のない連携
を目指して－連携の実際と今後の
展望－」をテーマに、実践報告と
意見交換が行われました。
本講演では、医療法人北海道家
庭医療学センターの鷹巣香織先
生、恵庭市ひがし地域包括支援セ
ンターの臼杵愛美先生、公益社団
法人北海道勤労者医療協会　勤
医協中央病院の本前陽子先生が登壇し、退院支援や訪問看護、地域包括ケアにおける連携の課題や工
夫など、現場での具体的な取り組みが紹介されました。
地域包括ケアシステムの推進において、地域包括支援センター、訪問看護ステーション、そして病院
内の入退院支援センターの三者連携は極めて重要です。「地域特性に合わせた切れ目のない連携」を
実現するためには、効率化だけでなく、手間と時間をかけた「顔の見える関係」の構築が不可欠であ
るとご教示いただきました。形式的な会議だけでなく、日頃からの電話やメールでのやり取り、ある
いは合同研修などを通じて互いの専門性や人柄を知っておくことで、遠慮なく意見を言える信頼関係
が生まれます。日々の地道なコミュニケーションと信頼関係の構築こそが、地域で暮らす患者の安心
と安全を守り、自分らしい生活を支える基盤になると学びました。
研修を通して、地域に根ざした看護のあり方と多職種連携の重要性を、改めて実感する機会となり、
今後の日々の業務の中でも「連携」を意識し、より質の高い看護を提供できるよう努めていきたいと
感じました。

3 札幌4支部合同　看護師職能講演会札幌4支部合同　看護師職能講演会�� 広報委員　古嶋 美幸広報委員　古嶋 美幸
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札 幌 第 1 支 部 大 会札 幌 第 1 支 部 大 会
主催 開催日 場所 開催方法　

札幌第1支部 2026年２月14日㈯ ライフォート札幌 参集

テーマ
「心のしなやかさを育み、わたしもあなたも幸せに

～心のセルフケアとウェルビーイング～」

講師
小春日和　主宰(EMAメンタルトレーナー)

中岡　千香子先生

今年度、最後の支部講演会は、
2026年2月14日  支部大会での講演会だよ！

「心のセルフケア」をテーマに講演していただくよ
参加申し込みは12/12までです。ぜひ参加してね！
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今年最後の支部だよりとなりました。
いかがでしたか？　
来年度も第1支部の活動をわかりやすく報告してい
くので、よろしくね！
ところで、みんな、北海道看護協会の公式LINEは
チェックしましたか？　
看護協会の入会・継続申し込みは済みましたか？
たくさんの仲間が増えると、えぞっち、うれしいな♫


